













































































コーパスj を利用し、調査fを行った。その結果は表 iのようになった。表 1におけ
る f無標構文j とは構文上当該の授受補助動詞と対応する表現がなく、先行動詞のみ
を述部とする中国語の動詞文のことを指す。










または fN1+V+姶+N2十N3J、 fNl+V+N3十色合+N2J(Nlは動作主、 N2は人を指す名詞、
Vは動詞、 N3はVの直接自的語)の構造を持つ文である。さらに、 “会合"と Vの語)1演
によって、前者の fNl十色合十N2十V+N3Jを「色合 VJ構文、後者の fN1+V十色合+N2+N3J
と fNl+V+N併合合+N2Jを fV色合J構文と称する。 f色合 VJ構文においては、 “姶"
は前置詞で、 fV拾j構文においては、 “拾"は fV~合J 複合動詞の後部要素か接辞
と見られるが、いずれも動作 Vの影響を受ける人を導くことができるという点では
伺じである。
“方"、 “替円、 “帯"構文は f色合 VJ構文と同様の構造で、 「恥Nl什十7方ヨ/替/都






A無標構文 1187 84.48% 
B拾 145 10.32% 
Cカ 46 3.27% 
D替 22 1.57% 
E 部一 コ 0.36% 
合計 1405 100.00% 








































C5“替"構文 3、 0.21% 











受影者の格 a必ず“拾" b“姶"構文と無標構文 c "~合"構文 合計
構文に訳す のいずれにも訳し得る に訳せない
「ニJ格 55 174 128(無標構 357 
文 128例)













ヲ格 。 8 237(無標構 245 
文)
つ 2 235(無標構 238 
文)
ト格 。 。 5(無標構文) 5 
ノカワリニ 。 。 1(“替"構
文)
ニカワッテ 。 1(“替円構文) 。
カラ 。 。 1(無標構文)




























(10) (11)はその反例になると忠われる。 (10)(11)では、先行動詞の「応援するJ r案


































































































































































































るj という動作主は f僕たちJであり、誰かが f思い出j を作って与えるわけにはい












































意するJ r発見するJといった動作によって、 「船等の交通手段J rねぐらJという
ものが動作主の領域に現れる。さらに、 fテクレルj との結合で、それらのものが動
作主から受影者へ授与される意味が表されている。それによって、 「船等の交通手































































































(40) (41)では、先行動詞の f立つJ r聞く j といった動作は、 「モノの授与jの意







































“姶"構文に訳さなければならないはずであるが、 r fこかわってj としづ語棄さの意味
に従って訳せば、 “替"構文にも訳し得る。
4.7. rカラJ格で受影者を導く fテクレjレJ構文
















動詞の f取り徐く j によって現れるものである。そのため、 fからj で導く受影者も










































































































寧夏 福建 黒竜江 黒竜江 合計 比率
。 96 93 93 93 375 93.75% 
ム 4 7 6 7 24 6% 
× 。 。 。 0.25% 
合計 100 100 100 100 400 100.00% 
。:自然 ム:やや不自然だが、意味が通じる x 不自然かっ意味が通じない
7. おわりに
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